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Staring Gear : 見回すことによる情報の選択システム
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概要. 講義者とは別の場所でリアルタイムに受講するときに，受講者は講義に必要な電子的に配られたプ
リントなどの補助教材を利用する場合がある．この状況下では，手元の補助教材をマウスやキーボードで
操作するとノートへの書き取りが困難になる．そこで顔を動すことで手元の補助教材を操作する方法を検
討する．我々は顔の動きを捉えることのできるメガネ型デバイスを用いて，顔の動作をメガネ型デバイスへ
視覚的にフィードバックし，スライドなどの補助教材を選択できるシステムのプロトタイプを実装した．

1 はじめに

高速インターネットが全国の学校に普及 [1]して
いる．学校の講義形態は従来のような１つの部屋に
講義者と受講者が集まって行う形態だけでなく，講
義者による講義をインターネットを通して配信し，
受講者がリアルタイムに受講する形態（遠隔講義）
も普及してきた．本稿では図 1のように全国の学校
で受講者が，学校の図書館などに設けられた専用の
ブースにおいて講義映像が配信されるメインディス
プレイと，補助教材を表示するサブディスプレイを
見ながら遠隔講義を受講する状況を検討する．補助
教材は講義に必要である電子的に配られたプリント
などである．リアルタイムの遠隔講義では講義者の
講義を止められないため，講義を見ながらノートに
書き取り，補助教材を選択しなければならない．し
かし，ノートを書き取るためには両手を使うことが
多く，手元の補助教材を選択する操作を同時に行う
ことは難しい．
以上の問題に対して，書き取りなどに必要となる

手を使わず，顔の動きを用いることで補助教材を選
択することのできるシステムを提案する．我々はシー
スルーのメガネ型デバイスを用いて顔の向いている
方向を感知し操作する方法を検討し，以下の条件を
満たすシステムの開発を行った．

条件 1 手は別の作業で使えないという前提で，補
助教材を選択できること

条件 2 ノートを書き取る作業に邪魔にならないイ
ンタフェースとすること

条件 3 システムの操作が確実にできること

2 アプローチ

手を使わないで補助教材を選択するには，胴や足，
顔を動かしたり，音声認識による方法 [2]が考えら
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図 1. 受講場面

れる．胴を使う方法では，座った状態での可動範囲
がたいへん狭く動作のパターンが少ないため，補助
教材を選択する手段には適さない．足を動かしなが
らノートを書き取るのは慣れていない受講者には難
しく，足を使った方法も情報を選択する手段として
は適さない．また，声を用いる音声認識は，図書館
などの静寂な環境では利用が難しい．そこで，比較
的動かしやすい顔を情報を選択する手段として採用
した．
顔の動作を取得する手段としてカメラから得られ

た顔の画像を画像処理する [3]，顔にセンサを取りつ
けて変化によって動作を取得する２つが考えられる．
どちらも動作を取得するのには問題ないが，顔を動
かすことによって操作が行われたかを受講者に知ら
せることで，操作を確実に行うことができる．本研
究では顔の動きをセンサによって読み取ることがで
き，操作が行われたことを視覚的にフィードバック
できるメガネ型のデバイスを用いることにした．
キーボードやマウスはボタンを押したというフ

ィードバックが指から伝わってくるが，顔の動作で
は操作を認識される境目がわかりづらく，受講者は
操作が完了したのかわかりにくい．操作が認識さ
れたかどうかを受講者に知らせるために，視覚的な
フィードバックが必要であると考える．
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図 2. システムの概要

3 システムの設計

本システムを利用する際，第１節で述べた条件２
のために，システムが有効になっていない時は，メ
ガネ型デバイスに何も映さないことにした．また，
補助教材もメガネ型デバイスに表示すると，ノート
を書き取ることがスムーズにいかないと考え，サブ
ディスプレイに表示することとした．
条件３のため，顔を動かした加減をそのまま用い

ることはせず，ある方向を向いて戻るという動作を
基本とした．また，システムが有効中でなければ，
顔の動きを無視することにした．さらにシステムが
動作を受け取ったかの視覚的なフィードバックがな
いと，受講者が不安になることを想定し，補助教材
を選択している時のみフィードバックをすることで
確実な動作を行えるようにした．

4 プロトタイプシステム

実装したシステムの概要を図 2を用いて説明する．
（１）受講者はメガネ型デバイスを装着する．（２）補
助教材を選択する際に顔を上に向けることによりシ
ステムが有効になる．また，顔を上に向けた際に，
システムが正面を認識する．顔を正面に戻し顔を右
に向き続けている間，補助教材が 1つずつ進んでい
く．左向きも同様である．システム有効中は認識し
た顔の動作をメガネ型デバイスへ視覚的にフィード
バックされ操作されていることが受講者に知らされ
る．（３）表示したい補助教材を選択したら顔を下に
向けることでシステムが無効になり，サブディスプ
レイに選択された補助教材が表示される．また顔を
動かす範囲は目を前に向けていられる程度である．
顔の動作を判断するのに加速度センサと地磁気セ

ンサの２つのセンサを用いた．この 2つのセンサ値
を用いることで方位角，回転角，傾斜角が容易に得
られ，図 3のように方位角を用いることで顔の左右
の動きを，傾斜角を用いることで顔の上下の動きを

図 3. 向きの取得

特定することができる．

5 まとめ

本稿では顔に装着したメガネ型デバイスを用いる
ことで手を使わずに補助教材を選択することができ
るプロトタイプシステムの実装を報告した．顔を動
かして操作する際に確実でかつ，ノートの書き取り
などの主な作業の邪魔にならない方法を考えた．
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